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あなたはトランプさん好きですか？嫌いですか？



ヒステリックな発言の数々



トランプ政権は悪夢か追い風か

初期反応は好調

大胆な景気刺激策
アメリカへの資金流入加速
金融規制緩和の期待



トランプ政権は悪夢か追い風か

中長期的には悲観視（円高ドル安）

・ばらまき政策による財政赤字が拡大し、債券安、株安、ドル安が
進行
・孤立主義により、地政学的リスクが高まり、消去法的に円買い
・貿易収支改善目的による円高圧力



 アメリカの通商政策の内向き色が強まり、世界経済減速による
影響

 トランプの真意が読めず、アメリカ経済の見通しが不透明により、
世界経済全体の不透明感が加速による影響

 株安による消費者マインドの低迷、個人消費の縮小

日本経済への影響度を検証する



 短期、中長期の影響を鑑み柔軟な対応

 アップサイド・シナリオへの対応

日本経済への影響度を検証する



保護主義という逆風

トランプ政権が保護主義的な政策を強化
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他国がアメリカに対抗し保護主義政策に傾倒

世界貿易が急収縮

世界的な長期停滞時代の到来



日本はどう対処すべきか

 原理原則の主張（日米安保、自由貿易）

 現実的な落としどころを探る

地球全体の気候変動の増幅

日本は中庸の道へと踏み出せ


